
２歳は毎日大忙し！
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すこやかファミリー

～お母さんからのメッセージ～

中熊牛３

  馬
ば ば

場　壱
い ち せ

星くん（２歳９ヶ月）

　SnowMan の目黒蓮さん推しな壱星くん！
　アイドルのように歌ったり踊ったり、トラクター
のおもちゃで遊んだり好きなものがたくさん！
　朝と夕方は牛舎に行ってお手伝いをしたり、犬
にえさをあげたり、トラクターに乗ったり、毎日
楽しいことがたくさん！
　子育てについて伺ったところ、「毎日目まぐるし
いです。楽しく遊んでいたと思ったら、急に泣いた
り怒ったり走ったり踊ったり、急に静かに本を読ん
だり…。色々な姿を見せてくれるので飽きません！
割と器用で、身の周りのことは色々とできるよう
になってきましたが、まだまだ甘えたいようで、
自分から「手伝って！」と言ってきます。」と教えて
いただきました。
　弟と一緒に遊べるようになってきて、爆笑させる
のが上手な一面も！ちょっぴり恥ずかしがり屋さ
ん、それでもたくさん笑顔を見せてくれた壱星くん
でした！

　　
おとうさん　馬場　直樹 さん
おかあさん　　　由起菜 さん
おとうと　　  　   　央織 さん
おじいちゃん　　　一彦 さん
おばあちゃん　　　里美 さん

3 おひつじ座
(3/21 ～ 4/19)

【全体運】  厳しい状況ですが改善の兆しも見えています。もう一度情報収集を。見直せば良い案が浮かぶはず。連絡はまめに
【健康運】適度な運動を心がけて。やり過ぎは禁物。健診は◎　【幸運の食べ物】ラッキョウ ７月の運勢

　

５
月
28
日
か
ら
30
日
の
３
日
間
、
Ｊ
Ａ
十
勝

清
水
町 

地
域
別
懇
談
会
を
各
地
域
の
福
祉
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
例
年
通
り
10
会
場
を
２
班
編
成
で
各

集
団
へ
の
訪
問
の
形
を
取
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
地
域
別
懇
談
会
議
案
（
左
）

に
沿
っ
て
説
明
し
、
各
議
案
に
つ
い
て
活
発
な

質
疑
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

    

Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町

　

地
域
別
懇
談
会
を

　

10
会
場
で
開
催
し
ま
し
た

と

き
：
５
月
28
日
～
30
日

と
こ
ろ
：
各
地
域
福
祉
館

写真右は央織くん

2

第 47 回 通常総会第 47 回 通常総会

ＪＡ十勝清水町　地域別懇談会
開催期日　令和７年５月 28 日～ 30 日
開催場所　各地域福祉館

１．開会挨拶
２．議 案
１）第 47 回通常総会開催
２）通常総会提出議案
３）令和６年度決算
４）令和７年度事業計画
５）令和８年度定年延長・給与改定
６）令和８年度手数料・賦課金改定の検討
７）女性農業者の農業協同組合役員等への登用
８）ハラスメント防止に向けた注意喚起
９）営農部
　　・地域農業振興 JA 中長期５力年計画策定に向けて
10）農産部
　　・畑作情勢
　　・澱原馬鈴しよ集荷における食加工屑
　　　　　　　　　及び種芋選別屑の集荷方法変更
11）畜産部
　　・酪農情勢
　　・ 家畜人工授精業務からのお願い
12）経済部 各種購買品目の情勢
13）その他

　

組
合
員
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
当
組
合
の
事

業
運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
第
47
回
通
常
総
会
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
度
の
事
業
活
動
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　

昨
年
、
令
和
６
年
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
円
安
や
資
材
の

高
騰
、さ
ら
に
は
世
界
各
地
で
の
紛
争
が
影
響
し
、

農
業
生
産
費
が
逼
迫
す
る
中
で
、
私
た
ち
農
業
従

事
者
は
多
く
の
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。
特
に
、

資
材
の
価
格
上
昇
は
、
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
私
た
ち
の
生
産
活
動
を
圧
迫
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
世
界
的
な
情
勢
の
不
安
定
さ
が
続

く
中
で
、
食
料
の
安
定
供
給
が
ま
す
ま
す
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

改
正
さ
れ
た
農
業
基
本
法
は
、
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
や
次
世
代
の
農
業
者
の
育
成
、
地
域
振

興
、
農
業
生
産
基
盤
拡
充
、
国
内
食
料
生
産
維
持
・

強
化
を
目
的
と
し
た
重
要
な
法
律
で
す
。
こ
の
法

律
に
基
づ
き
、
農
業
生
産
基
盤
の
拡
充
を
図
り
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
の
振
興
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
特
に
、
次
世
代
を
担
う
若
い

農
業
者
の
育
成
は
、
地
域
の
未
来
を
築
く
上
で
非

常
に
重
要
で
す
。 

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
そ
の
経
験
か
ら
、

私
た
ち
の
経
済
活
動
や
消
費
動
向
に
も
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
消
費
者
の
消
費
行
動

が
変
化
し
、
地
元
産
品
へ
の
関
心
が
高
ま
る
一
方

で
、
外
的
要
因
に
よ
る
不
安
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
た
ち
Ｊ

Ａ
十
勝
清
水
町
は
、
地
域
農
業
振
興
計
画
の
も
と

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、酪
農
に
つ
い
て
は
、

国
内
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
は
あ
る
も
の

の
、
尾
を
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
歴
史
的
な
円

安
、
全
体
的
な
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
全
国

的
に
飲
用
向
け
は
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
乳
製

品
向
け
を
増
加
し
た
中
で
、
バ
タ
ー
需
給
に
つ
い

て
は
不
足
に
対
し
緊
急
的
な
追
加
輸
入
を
行
う

も
、
脱
脂
粉
乳
需
給
に
つ
い
て
は
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
ず
、
全
国
協
調
対
策
事

業
を
活
用
し
た
中
で
在
庫
対
策
を
進
め
て
い
る
状

況
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
全
道
生
乳
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
６
年
度
の
生
乳
生
産
目
標
数
量
に
つ
い
て
「
生

産
抑
制
か
ら
脱
却
し
生
産
基
盤
の
回
復
」
と
「
バ

タ
ー
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
と
し
た
目
標
数
量
が

決
定
さ
れ
、
全
道
で
「
４
０
３
万
ｔ
」
の
目
標
が

立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　

町
内
生
乳
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
粗
飼
料
生
産
も
概
ね
順
調
で
推
移
し
た
要
因

も
あ
り
、
一
部
で
は
夏
場
の
猛
暑
の
影
響
は
あ
り

ま
し
た
が
、
生
産
者
皆
様
の
生
産
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
数
値
の
99
・
９
％
、

前
年
対
比
１
０
３
・
９
％
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　

令
和
７
年
度
に
向
け
て
は
、
全
道
で

「
４
０
３
・
８
万
ｔ
」
と
生
乳
供
給
量
の
見
通
し
や

バ
タ
ー
の
安
定
供
給
を
踏
ま
え
た
目
標
数
量
が
設

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
向
け
て
乳
価
交
渉

を
始
め
、
加
工
補
給
金
の
継
続
・
拡
充
と
共
に
、

生
産
資
材
高
騰
へ
の
支
援
、
生
乳
需
給
安
定
対
策

の
仕
組
み
の
導
入
な
ど
、
安
定
し
た
生
乳
生
産
へ

の
取
組
み
に
係
る
対
策
の
構
築
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。個
体
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
乳
生
産
は
増
産
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
生
産
コ

ス
ト
の
高
騰
な
ど
、
酪
農
情
勢
の
回
復
が
進
ま
な

い
中
で
、
昨
年
末
の
販
売
価
格
は
や
や
上
昇
し
て

お
り
ま
す
が
、
年
間
を
通
し
て
の
販
売
価
格
は
依

然
と
し
て
低
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。 

　

肉
用
素
牛
に
つ
い
て
も
、
飼
料
価
格
等
の
生
産

コ
ス
ト
高
止
ま
り
に
よ
る
経
営
環
境
は
依
然
と
厳

し
く
、
生
産
費
上
昇
に
よ
る
肥
育
・
素
牛
農
家
の

導
入
控
え
、
ま
た
昨
年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
分

娩
時
期
の
ず
れ
に
よ
る
出
生
頭
数
増
加
の
要
因
も

あ
り
、
販
売
価
格
は
前
年
と
同
水
準
で
あ
り
ま
し

た
。
枝
肉
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
の
外
食

需
要
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
も
あ
り
、
前

年
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
物
価
高
騰

令
和
６
年
度 

事
業
報
告

Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町

第
47
回 

通
常
総
会

と　

き
：
６
月
５
日

と
こ
ろ
：
清
水
町
中
央
公
民
館

　

６
月
５
日
、
清
水
町
中
央
公
民
館
に
て
十
勝
清

水
町
農
業
協
同
組
合
の
第
47
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
の
後
、
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を

朗
唱
。
続
い
て
今
野 

典
幸
代
表
理
事
組
合
長
か

ら
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
と
令
和
７
年
度
の
事
業
方
針
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
議
案
１
号
か
ら
５

号
ま
で
説
明
・
承
認
後
、
４
点
の
報
告
事
項
に
つ

い
て
の
説
明
で
議
事
が
終
了
し
、
議
長
団
退
任
の

後
、
今
野
組
合
長
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
て

提
出
全
議
案
承
認
の
御
礼
を
伝
え
、
最
後
に
清
水

町
議
会 

深
沼 

達
生
副
議
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱

を
唱
和
し
、
総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

１
・ 

開　

会

２
・ 

Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱

３
・ 

組
合
長
挨
拶

４
・ 

来
賓
紹
介

５
・ 

来
賓
祝
辞

６
・ 

議
長
団
選
任

７
・ 

議　

事

８
・ 

議
長
団
退
任

９
・ 

閉
会
挨
拶

10
・ 

万
歳
三
唱

11
・ 

散　

会

総
会
次
第

議
案
及
び
参
考
事
項

決
算
報
告

　

令
和
６
年
度 

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

　

お
よ
び
注
記
表
並
び
に

　
会
計
監
査
人
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　

令
和
６
年
度 

事
業
報
告

　

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　

令
和
７
年
度 

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　

賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
退
任
役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

報
告
事
項
１

　

労
働
保
険
事
務
組
合
の

　
令
和
６
年
度 

徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
事
項
２

　

株
式
会
社
十
勝
清
水
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

　

第
33
期
営
業
報
告
並
び
に

　

第
34
期
営
業
計
画
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
事
項
３

　
株
式
会
社
清
水
町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

第
25
期
営
業
報
告
並
び
に

　

第
26
期
営
業
計
画
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
事
項
４

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て



5 ふたご座
(5/21 ～ 6/21)

【全体運】好きなものに目がなくなりそう。羽目を外しやすいので、やり過ぎには気を付けて。友人とのレジャーは楽しめます
【健康運】危ない所には近寄らない。いつも通りが◎　【幸運の食べ物】カボチャ ７月の運勢 4おうし座

(4/20 ～ 5/20)
【全体運】良好なスタートを切れます。計画は早めに進めて。丁寧なコミュニケーションを心がけると好結果に。下旬は慎重に
【健康運】体調を整えるのに良いとき。ハードな運動も OK　【幸運の食べ物】青トウガラシ  ７月の運勢

Events,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,Topics
の
影
響
も
あ
り
生
活
防
衛
意
識
が
高
ま
る
中
で
牛

肉
消
費
に
つ
い
て
は
国
の
新
た
な
対
策
や
、
需
要

の
回
復
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　

農
産
物
と
し
て
、
秋
ま
き
小
麦
に
つ
き
ま
し

て
、
播
種
作
業
は
順
調
に
進
み
出
芽
後
の
生
育
は

十
分
に
確
保
さ
れ
根
雪
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
融
雪
期
は
平
年
並
み
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
平
均
気
温
が
高
く
推
移
し
、
出
穂
期
・
成
熟
期

は
平
年
よ
り
早
ま
り
収
穫
作
業
も
平
年
よ
り
早
く

終
了
し
ま
し
た
。
品
位
に
つ
い
て
は
、
一
部
細
麦

と
な
り
ま
し
た
が
、
収
量
は
平
年
を
若
干
上
回
り

製
品
反
収
は
き
た
ほ
な
み
８
・
93
俵
、
ゆ
め
ち
か

ら
９
・
83
俵
、
は
る
き
ら
り
７
・
80
俵
（
全
品
種

１
等
Ａ
ラ
ン
ク
）
と
な
り
ま
し
た
。 

　

て
ん
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
播
種
作
業
・
移

植
定
植
作
業
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
生

育
は
や
や
緩
慢
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
根
部
の

肥
大
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
７
月
下
旬
か
ら

町
内
で
一
部
褐
斑
病
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
本

年
は
生
産
者
の
防
除
の
徹
底
に
よ
り
、
反
収
６
・

49
ｔ
、
糖
分
16
・
３
％
と
平
年
を
上
回
る
糖
収

量
と
な
り
ま
し
た
。 

　

馬
鈴
し
ょ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
植
付
作
業
は
平

年
並
み
に
始
ま
り
、
生
育
期
間
中
の
干
ば
つ
、
７

月
中
旬
～
下
旬
の
高
温
に
よ
り
、
早
生
系
品
種
は

早
く
枯
れ
上
が
り
収
量
減
と
な
り
ま
し
た
。
８
月

上
旬
～
中
旬
に
か
け
雨
量
が
多
く
、
中
生
晩
生
の

一
部
品
種
で
は
二
次
成
長
が
散
見
さ
れ
ま
し
た

が
、
加
工
品
種
全
体
と
し
て
は
平
年
を
上
回
る
収

量
と
な
り
ま
し
た
。 

　

豆
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
播
種

作
業
は
順
調
に
進
み
出
芽
も
良
好
と
な
り
ま
し

た
。
出
芽
後
も
気
温
・
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
６

月
中
旬
以
降
の
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
高
く
推
移

し
、
開
花
期
も
早
ま
り
ま
し
た
。
大
豆
・
小
豆
は

収
穫
作
業
も
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
い
ん
げ

ん
類
は
生
育
中
の
旱
魃
と
収
穫
時
の
降
雨
の
影
響

で
低
品
質
低
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
大
豆
・
小
豆

の
品
位
は
と
も
に
平
年
並
み
で
、
反
収
に
つ
い
て

は
大
豆
が
豊
作
、
小
豆
は
平
年
並
み
の
収
量
と
な

り
ま
し
た
。 

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
４
月
中
旬
の
適
度
な
気
候

条
件
に
よ
り
、
平
年
並
み
の
４
月
下
旬
の
収
穫
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
に
は
遅
霜
・
強
風
・
低
温
に

よ
り
収
穫
量
が
増
え
な
い
中
で
終
盤
を
迎
え
、
昨

年
を
下
回
る
出
荷
量
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
単
価

に
関
し
ま
し
て
は
、
全
道
的
な
供
給
量
不
足
か

ら
、
年
々
単
価
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
は
前
年
同
様
６
月
中
旬
よ
り
収
穫
開

始
、
８
月
中
旬
か
ら
の
高
温
多
雨
に
よ
り
全
道
的

に
病
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
町
内
は
早
期
防
除

に
よ
り
一
部
圃
場
の
被
害
で
収
ま
り
ま
し
た
。又
、

全
道
的
な
作
付
面
積
増
と
各
産
地
と
も
に
潤
沢
な

収
穫
量
で
あ
り
、
市
場
価
格
は
前
年
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
白
菜
は
前
年
の
天
候
不
良
に

よ
る
不
作
か
ら
、
作
付
面
積
は
減
少
し
た
中
で
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
本
年
も
高
温
の
影
響
に
よ
る

芯
腐
れ
等
の
病
害
が
発
生
、
町
内
全
体
で
約
４
㏊

を
廃
耕
、
出
荷
量
は
昨
年
を
更
に
大
き
く
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
市
場
価
格
は
収
穫
後
期
の

府
県
産
出
荷
と
の
競
合
に
よ
り
、
昨
年
を
や
や
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　

に
ん
に
く
は
、
根
雪
が
遅
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

凍
害
の
影
響
を
受
け
た
圃
場
が
多
く
、
総
体
的
に

小
玉
傾
向
と
な
り
、
入
荷
量
は
前
年
の
88
％
と
な

り
ま
し
た
。品
位
は
Ｍ
規
格
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
合
い
が
強
い
こ
と
か
ら
、
有
利
販
売
に
努
め

て
参
り
ま
す
。 

　

結
果
と
致
し
ま
し
て
、
令
和
６
年
度
は
、
経
済

情
勢
、
気
候
変
動
、
各
種
政
策
・
情
勢
な
ど
厳
し

い
状
況
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
組
合
員
皆
様
方
の
日

頃
の
継
続
的
な
営
農
努
力
、
強
固
な
農
業
生
産
基

盤
、
高
い
生
産
技
術
に
よ
る
安
定
し
た
生
産
力
に

よ
り
取
扱
高
３
３
６
億
円
と
な
り
、
当
期
未
処
分

剰
余
金
は
２
１
０
，
４
９
０
，
５
５
２
円
と
な
り

ま
し
た
。 

　

ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様
方
、
各
部
会
、
女
性
部
、

青
年
部
、
各
団
体
、
更
に
清
水
町
農
業
に
関
係
す

る
関
係
機
関
、
地
元
企
業
の
農
協
事
業
へ
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員

と
共
に
地
域
の
皆
様
方
に
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
Ｊ

Ａ
づ
く
り
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。 

　

私
た
ち
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
は
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
、
農
業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
、
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
共
に
支
え

合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
明
る
い
未
来
を
築

い
て
い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
世
代
は
移
り

変
わ
り
、
時
代
背
景
、
情
報
集
約
力
、
先
進
事
例
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
な
ど
に
よ
り
協
同
組
合
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
再
度
考
え
直
し
、
原
点
で
あ
る
相
互

扶
助
の
継
承
、
組
織
力
、
事
業
集
結
力
を
実
現
さ

せ
る
た
め
、
対
話
を
通
じ
た
信
頼
関
係
に
よ
り
、

将
来
強
固
な
農
業
協
同
組
合
を
構
築
す
べ
く
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
当
Ｊ

Ａ
事
業
を
支
え
て
い
る
正
組
合
員
の
ほ
か
、
準
組

合
員
の
皆
様
方
の
制
限
内
で
の
一
定
の
事
業
量
利

用
に
よ
り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
・
農
畜
産

物
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
、
地
域
住
民
と
の

積
極
的
な
関
係
づ
く
り
が
こ
れ
か
ら
益
々
の
組
織

発
展
、
地
域
貢
献
へ
寄
与
す
る
取
り
組
み
と
し
て

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
農
協
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
、
期
待
、
地
域
の
主
軸
団
体
と

し
て
の
責
務
、
基
幹
産
業
の
農
業
・
農
業
者
の
発

展
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　

本
年
、
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
天
候

に
恵
ま
れ
、
大
き
な
災
害
も
な
く
、
農
作
業
事
故

無
く
、
組
合
員
皆
様
及
び
ご
家
族
が
ご
健
勝
で
豊

穣
の
秋
を
笑
顔
で
迎
え
、
今
後
更
な
る
発
展
と
成

長
を
目
指
す
希
望
あ
る
す
ば
ら
し
い
１
年
と
成
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
徐
々
に
回
復
基
調

が
見
え
隠
れ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
経
済
の
成

長
率
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
か
ら
の
影
響
脱
却
に
よ
る
回

復
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
、
企
業
体
力

回
復
を
目
指
す
中
、
世
界
的
な
経
済
不
安
や
供
給

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
日
本
で
は
、
イ
ン
フ
レ
上
昇
傾
向
に

あ
る
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
費
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
消
費
者
物
価
が
上
昇
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
食
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
価
格
上
昇

は
、
消
費
者
の
生
活
水
準
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
に
お
い
て
は
、
日
本
は
、
持
続
可
能

な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
特
に
企
業
投
資
、

雇
用
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
上
昇
、
物
価
高
騰
に

よ
り
消
費
者
の
購
買
意
欲
へ
影
響
、
私
達
農
業
分

野
へ
の
影
響
は
続
き
情
勢
等
の
回
復
を
切
に
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
達
農
業
団
体
は
、
今
起
き

て
い
る
情
勢
を
日
常
的
に
経
済
動
向
及
び
世
界
情

勢
に
関
心
を
持
ち
、
為
替
相
場
、
流
通
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
・
高
騰
問
題
、
世
界
の
農
水
産
物
流
通
、

物
価
上
昇
な
ど
、
常
に
変
化
す
る
中
で
の
農
業
経

営
、
農
協
経
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
は
、
前
述
し
た

情
勢
へ
の
危
機
感
を
抱
い
た
中
、
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
施
行
に
基
づ
き
、
食
料
安

全
保
障
の
抜
本
的
強
化
、
合
理
的
な
費
用
が
考
慮

さ
れ
た
適
正
な
価
格
形
成
な
ど
具
体
的
政
策
を
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
農
業
者
は
、
中
長
期
的
な
日
本

農
業
の
在
り
方
、
私
た
ち
の
食
を
支
え
る
農
業
を

持
続
可
能
な
産
業
と
す
る
た
め
に
は
、
国
内
生
産

及
び
国
内
需
要
を
増
大
さ
せ
、
改
正
基
本
法
の
理

念
に
基
づ
き
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、
食
料
・
農

業
・
地
域
農
業
政
策
に
関
し
て
強
く
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 　

生
産
に
か
か
る
肥
料
、
農
薬
、
飼
料
、
燃
料
、

一
般
生
産
資
材
品
、
農
機
具
な
ど
の
農
業
生
産
資

材
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
の
継
続
、
内
需
バ
ラ

ン
ス
悪
化
、
貿
易
問
題
は
、
経
営
コ
ス
ト
の
増
加
、

所
得
減
少
か
ら
農
業
経
営
の
維
持
や
存
続
問
題
に

発
展
し
か
ね
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
と

し
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
共
に
こ

の
局
面
を
未
来
あ
る
農
業
を
確
立
す
る
た
め
の
重

要
な
機
会
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
農
業
の
持
続

的
発
展
、
生
産
性
向
上
、
農
畜
産
物
の
付
加
価
値

向
上
の
政
策
を
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
地
域
農

業
振
興
計
画
Ｊ
Ａ
中
期
５
ヵ
年
計
画
を
基
に
実
践

し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
７
年
度
が
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。
昨
今
の
世
界
情
勢
、
各
国
貿
易
動
向

に
今
ま
で
以
上
に
注
視
し
、
私
達
の
取
り
巻
く
農

業
環
境
の
変
化
に
敏
感
と
な
り
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
７
年
度
の
地
域
農
業

振
興
計
画
Ｊ
Ａ
中
期
５
ヵ
年
計
画
の
実
践
を
総
括

し
、
激
変
す
る
経
済
で
私
た
ち
の
農
業
経
営
を
ど

の
よ
う
に
舵
取
り
し
持
続
的
な
農
業
を
維
持
し
て

い
く
か
を
令
和
８
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
新
た

な
地
域
農
業
振
興
計
画
Ｊ
Ａ
中
期
５
ヵ
年
計
画
の

策
定
に
盛
り
込
む
た
め
準
備
に
入
り
ま
す
。

　

農
業
協
同
組
合
の
意
義
、
本
質
を
再
度
見
つ
め

直
し
協
同
の
精
神
を
改
め
て
農
協
及
び
組
合
員
と

共
有
し
生
産
性
あ
る
農
業
の
確
立
か
ら
地
域
の
主

軸
を
担
う
団
体
と
し
て
地
域
活
性
化
の
推
進
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
次
世
代
を
見

据
え
た
農
業
基
盤
の
確
立
、
次
世
代
が
希
望
を
持

て
る
農
業
の
確
立
の
た
め
、
再
生
産
性
、
持
続
性
、

農
畜
産
物
の
付
加
価
値
向
上
な
ど
を
重
要
事
項
と

し
て
考
え
運
営
上
に
お
け
る
重
要
な
事
項
と
し
て

位
置
づ
け
し
て
参
り
ま
す
。

　

農
協
は
、
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
わ
が
町
に

対
し
て
担
う
役
割
は
大
き
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た

農
協
が
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
農

協
組
織
と
し
て
中
長
期
的
視
野
の
も
と
農
業
を
通

じ
て
目
指
す
べ
き
姿
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
更
に
、
国
内
外
需
要
を
見
据
え
た
ブ
ラ
ン

ド
力
強
化
、
販
売
力
強
化
を
地
域
活
性
化
含
め
た

中
で
農
協
が
牽
引
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

地
域
振
興
を
推
進
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
基
本
に
農
協
各
部
署
が
現
情
勢
を
的

確
に
把
握
し
明
確
な
課
題
を
掲
げ
、
そ
れ
に
対
処

す
べ
き
明
確
な
意
思
を
発
現
さ
せ
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織
内
部
と
し
て
は
、
各
部

門
間
連
携
を
重
視
し
組
織
力
強
化
に
よ
る
組
合
員

皆
様
方
へ
の
対
応
力
、
販
売
力
、
効
率
的
な
業
務

遂
行
、
新
た
な
可
能
性
模
索
な
ど
前
進
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

時
代
背
景
、
情
報
集
約
力
、
先
進
事
例
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
な
ど
に
よ
り
協
同
組
合
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
み
を
強
化
し
、
原

点
で
あ
る
相
互
扶
助
の
継
承
、
組
織
力
強
化
、
組

合
員
団
結
力
、事
業
集
結
力
を
強
固
に
す
る
た
め
、

対
話
を
通
じ
た
信
頼
関
係
に
よ
り
将
来
に
向
か
い

足
腰
の
強
い
農
業
協
同
組
合
を
構
築
す
る
た
め
積

極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
役
職
員
一
同
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
各
種

関
係
機
関
、
当
Ｊ
Ａ
各
部
会
か
ら
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
、
組
合
員
農
業
所
得
向
上
、
消
費
者
か
ら

の
信
頼
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
方
の
お
役
に
立
て

る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
を
全
力
で
推
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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 ６月の運勢 6かに座
(6/22 ～ 7/22)

【全体運】勢いのある好調運。新たな計画は幸運に恵まれます。迷ったらまずは試してみて。方向修正も大胆に行いましょう
【健康運】ストレッチで柔軟性をアップ。肩回りを重点的に　【幸運の食べ物】シシトウ  ７月の運勢7 しし座

(7/23 ～ 8/22)
【全体運】上昇運です。スローモードで入って徐々にスピードアップしていきましょう。足元を踏み固めながら着実に進めて
【健康運】よくかんでゆっくり食べて。喉あめを携帯すると〇　【幸運の食べ物】ツルムラサキ ７月の運勢

Events,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,Topics

Ｊ
Ａ
女
性
部

日
帰
り
研
修
旅
行

と

き
：
６
月
３
日

と
こ
ろ
：
札
幌
方
面

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
白
川 

成
美
会
長
）
は
、
６
月
18
日
に
清
水
町
体
育
協
会

の
中
島 

啓
治
氏
を
講
師
に
迎
え
て
夏
期
研
修
会

と
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
、
会
員
11
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ル
ー
ル
や
試
合
の
進
め

方
、
ス
コ
ア
票
の
書
き
方
、
打
ち
方
な
ど
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
た
の
ち
、
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

２
コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
し
た
。

　

初
め
は
ク
ラ
ブ
が
ボ
ー
ル
に
当
た
ら
ず
苦
戦
し

た
り
、
力
加
減
が
分
か
ら
ず
ボ
ー
ル
を
飛
ば
し
す

ぎ
て
Ｏ
Ｂ
（
ア
ウ
ト
オ
ブ
バ
ウ
ン
ズ
）
に
な
っ

た
り
し
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達

し
、終
盤
で
は
打
数
を
少
な
く
標
準
打
数
（
パ
ー
）

以
内
で
カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
た
会
員
も
い
て
、
大
変
暑

い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
身
体
を
動
か
し
て
良

い
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
、
中
華
料
理 

四
川
に
て
昼
食
を
食
べ

な
が
ら
、
子
育
て
や
家
庭
の
話
を
し
、
楽
し
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
夏
期
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

と

き
：
６
月
18
日

と
こ
ろ
：
清
水
町
体
育
館
前
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

Ｊ
Ａ
女
性
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

　
　
　
　

夏
期
研
修
会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
馬
場 
里
美
部
長
）
は
、

６
月
３
日
に
日
帰
り
研
修
旅
行
を
行
い
、
同

会
員
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
札
幌
方
面
へ
と
出
発
い
た

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
札
幌
の
中
心
地
「
狸
小
路
商
店

街
」
に
面
し
た
ｍ
ｏ
ｙ
ｕ
ｋ
ｕ 

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
内
に
あ
る
水
族
館
『
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｏ 

Ｓ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
』
を
訪
ね
ま
し
た
。
施
設
の

テ
ー
マ
通
り
、
生
物
の
特
徴
や
魅
力
を
丁
寧

に
観
察
で
き
る
展
示
に
な
っ
て
お
り
、
生
き

物
た
ち
を
飼
育
す
る
た
め
の
作
業
や
研
究
な

ど
を
行
っ
て
い
る
水
族
館
の
裏
側
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｏ 

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
は
ビ
ル
の
上
階
フ
ロ
ア
の
た
め
、
水

槽
の
海
水
は
館
内
で
製
造
し
て
い
て
、
そ
の

海
水
を
作
る
装
置
や
タ
ン
ク
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
タ
ン
ク
は
、
ペ
ン
ギ
ン
用

と
魚
用
の
２
つ
あ
り
、
濃
度
を
変
え
て
製

造
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｏ
Ａ
Ｏ　

Ｓ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
目
玉
は
ペ
ン
ギ
ン
で
、

『
キ
タ
イ
ワ
ト
ビ
ペ
ン
ギ
ン
』
と
世
界
最
小

　

Ｊ
Ａ
そ
よ
か
ぜ
の
会
（
光
井 

隆
子
会

長
）
で
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
町
内
の

福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
活

動
は
６
月
10
日
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
せ
せ
ら
ぎ
荘
に
て
開
催
し
、
会
員
10

名
が
集
い
ま
し
た
。

　

熱
中
症
と
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
屋
外
で
は
草
取
り
後
に
花
を
植
え
る

花
壇
の
整
備
、
植
え
ら
れ
て
い
る
野
菜
の

位
置
を
確
認
し
な
が
ら
草
取
り
を
行
う
野

菜
畑
の
整
備
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

屋
内
で
は
こ
の
日
の
為
に
考
え
て
い
た

だ
い
た
特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
の
お
稲
荷
、
太

巻
き
、
か
き
揚
げ
、
具
だ
く
さ
ん
汁
、
み

か
ん
入
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
ム
ー
ス
５
品
を
昼

食
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
方
よ
り
、「
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
是
非
お
願
い

し
た
い
。」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
そ
よ
か
ぜ
の
会

町
内
福
祉
施
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問

と

き
：
６
月
10
日

と
こ
ろ
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　

 

せ
せ
ら
ぎ
荘

の
『
フ
ェ
ア
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
』
の
様
子
を
色
々

な
角
度
か
ら
、
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
鳴
き
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、皆
さ
ん「
結

構
大
き
な
声
」「
お
じ
さ
ん
み
た
い
に
低
い
声
」

と
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
可
愛
い
姿
に
癒
さ

れ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
札
幌
場
外
市
場
で
海
鮮
丼
や
お
寿

司
な
ど
、
思
い
思
い
の
お
店
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
鮮
で
美
味
し
い
も
の
を
い
た
だ
き
、
贅

沢
で
幸
せ
な
ひ
と
時
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
海
産
物
の
お
店
が
び
っ
し
り
と
並
ん
で
お

り
、
保
冷
バ
ッ
グ
を
片
手
に
お
買
い
物
も
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
千
歳
空
港
へ
と
移
動
し
て
自
由

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
、新
千
歳
空
港
は「
お

土
産
売
り
場
が
充
実
し
て
い
る
」「
グ
ル
メ
が

充
実
し
て
い
る
」
と
テ
レ
ビ
で
も
空
港
内
の
お

店
の
特
集
を
す
る
く
ら
い
楽
し
め
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。『
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
』
に

は
、
北
海
道
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
銘
菓
、
生

鮮
食
品
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
数
多
く
揃
い
、
中

に
は
空
港
限
定
品
も
あ
り
、
平
日
に
も
関
わ
ら

ず
沢
山
の
人
で
賑
わ
い
、
人
気
店
は
行
列
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
目
的
で

は
、
な
か
な
か
訪
れ
る
機
会
が
な
い
た
め
、
買

い
物
や
食
べ
歩
き
な
ど
各
々
の
楽
し
み
方
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
疲
れ
を
見
せ
ず
会
員
同

士
の
交
流
は
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
清

水
町
へ
到
着
し
、
両
手
に
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。



8おとめ座
(8/23 ～ 9/22)

【全体運】空回りに気を付けましょう。思い込みで行動せず状況確認をしっかりと。観察、分析に力を入れれば良い方向へ
【健康運】スマホやテレビの見過ぎに注意。目をいたわって　【幸運の食べ物】スイカ  ７月の運勢9 てんびん座

(9/23 ～ 10/23)
【全体運】勘違いから問題を起こさないよう留意して。悪意あるうわさには耳を貸さないようにしましょう。下旬から運気回復
【健康運】香りの良いお茶と音楽が味方。ゆったり過ごして　【幸運の食べ物】ピーマン ７月の運勢

Events,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,Topics

　　帯広畜産大学　グローバルアグロメディシン研究センター帯広畜産大学　グローバルアグロメディシン研究センター
　　　教授　教授　　谷　昌幸 氏谷　昌幸 氏
　　　　　　　　　1968 年大阪市生まれ　　　1968 年大阪市生まれ
　　　　　　1995 年帯広畜産大学助手着任、2015 年から現　　　　　　1995 年帯広畜産大学助手着任、2015 年から現職職

十勝清水町のコムギとケイ素十勝清水町のコムギとケイ素
 - イネ科作物にとってケイ素は重要 - - イネ科作物にとってケイ素は重要 -

No. １

十
勝
清
水
町
の
コ
ム
ギ
畑
で

土
壌
と
コ
ム
ギ
の‶

同
時
″
調
査

　

２
０
２
０
年
度
と
２
０
２
１
年
度
の
２

年
間
に
わ
た
り
、
十
勝
清
水
町
の
秋
ま
き

コ
ム
ギ
畑
に
お
い
て
土
壌
と
コ
ム
ギ
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
十
勝
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
十
勝
西
部
支
所
と
Ｊ
Ａ
十
勝
清

水
町
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
一
緒
に
、
収

穫
直
前
の
７
月
中
旬
に
コ
ム
ギ
畑
を
回
り

（
図
１
）、
２
年
間
で
合
計
40
地
点
に
お
い

て
調
査
や
試
料
採
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
点
で
、
植
え
付
け
幅
に
応
じ
て
１

平
米
の
コ
ム
ギ
地
上
部
を
方
形
状
に
刈
り

取
り
、
現
地
で
地
上
部
の
新
鮮
重
を
測
定

し
て
畜
大
に
持
ち
帰
り
、
温
室
内
で
乾

燥
し
て
乾
燥
重
量
を
測
定
し
ま
し
た
。
刈

り
取
っ
た
コ
ム
ギ
の
全
穂
数
を
数
え
た
後

に
、
稈
長
、
穂
長
、
小
穂
数
、
千
粒
重
な

ど
を
測
定
し
、
す
べ
て
脱
穀
し
て
収
量
を

算
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ム
ギ
を
刈
り

取
っ
た
場
所
か
ら
、
ホ
ク
レ
ン
式
採
土
器

を
用
い
て
深
さ
０
～
20 

cm
の
土
壌
試
料
を

採
取
し
（
写
真
１
）、
風
乾
し
て
２

mm
の

ふ
る
い
を
通
し
た
風
乾
土
試
料
を
調
製
し

て
土
壌
理
化
学
性
や
可
給
態
ケ
イ
素
を
分

析
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
乾
燥
し
た
コ
ム

ギ
試
料
を
稈
、
子
実
、
殻
（
芒
や
頴
）
に

分
け
、
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の

養
分
元
素
や
ケ
イ
素
の
濃
度
を
分
析
し
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
コ
ム
ギ
が
ど
れ
く

ら
い
の
ケ
イ
素
を
土
壌
か
ら
吸
収
し
て
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
土
壌
か
ら
ケ
イ
素
が
供

給
さ
れ
や
す
い
の
か
、
ケ
イ
素
の
供
給
と
吸

収
が
収
量
や
品
質
と
関
係
す
る
の
か
な
ど
を

調
べ
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
十
勝
清
水
町
の
コ
ム
ギ
と
土
壌
の
関
係

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ケ
イ
素
は
イ
ネ
科
作
物
に
と
っ
て

有
用
元
素

　

作
物
が‶

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
″
を
完
結

す
る
、
つ
ま
り
種
か
ら
始
ま
り
、
次
の
世
代

の
種
を
残
す
た
め
に
絶
対
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
元
素
を
必
須
元
素
と
呼
び
ま
す
。

必
須
元
素
に
は
、
作
物
が
た
く
さ
ん
吸
収
す

る
必
要
が
あ
る
多
量
元
素
９
種
類
と
、
少
し

だ
け
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
微
量
元
素
７
種

類
が
あ
り
、
全
部
で
16
種
類
あ
り
ま
す
（
図

２
）。
炭
素
、
水
素
、
酸
素
の
３
種
類
は
、

空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
や
土
壌
中
の
水
に
含

ま
れ
る
こ
れ
ら
の
元
素
を
吸
収
し
ま
す
。

　

一
方
、
残
り
13
種
類
の
元
素
は
、
基
本
的

に
は
土
壌
中
か
ら
供
給
さ
れ
る
元
素
を
吸
収

し
ま
す
。
肥
料
か
ら
供
給
さ
れ
た
窒
素
、
リ

ン
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
も
、
土
壌
を
介
し
て
作

物
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

水
に
溶
け
た
肥
料
か
ら
直
接
吸
収
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

す
べ
て
の
作
物
に
必
須
で
は
な
い
も
の

の
、
一
部
の
作
物
に
と
っ
て
は
必
須
あ

る
い
は
有
用
な
元
素
を
有
用
元
素
と
呼

び
ま
す
（
図
２
）。
有
用
元
素
に
は
、
ケ

イ
素
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
コ
バ
ル
ト
な
ど

が
あ
り
、
と
く
に
ケ
イ
素
は
イ
ネ
科
作

物
に
と
っ
て
は
生
育
促
進
効
果
や
ス
ト

レ
ス
軽
減
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
用
元
素
は
必
須
元
素
と
は
異
な
り
、

そ
の
元
素
が
な
く
て
も
生
育
す
る
し
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
完
結
し
ま
す
が
、
あ

る
と
様
々
な
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

イ
ネ
科
作
物
に
と
っ
て
の
ケ
イ
素
は
、

ス
ト
レ
ス
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
有
益
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
壌
中
の
平
均
的
な
元
素
組
成
を
見

る
と
、
ケ
イ
素
は
酸
素
に
次
い
で
２
番

目
に
多
く
含
ま
れ
る
元
素
で
す（
図
３
）。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
イ
ネ
科
作
物
は
ケ
イ
素

を
吸
収
し
放
題
だ
！
」
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
土
壌
に
含
ま
れ
る
ケ
イ
素
の
大
部

分
は
砂
や
粘
土
を
構
成
す
る
鉱
物
に
含

ま
れ
る
ケ
イ
素
で
あ
り
、
土
壌
の
水
に

は
ほ
と
ん
ど
溶
け
て
き
ま
せ
ん
。
土
壌

や
砂
が
溶
け
る
な
ん
て
、
確
か
に
聞
い

た
こ
と
な
い
し
見
た
こ
と
も
な
い
で
す

よ
ね
。

0 5 10 15 20 km

標高 (m)
3000 
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0

1000

300 

低地
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高位段丘

図 1　  2020 年度と 2021 年度に調査を行った
コムギ圃場 40 地点の位置

写真 1　 収穫直前のコムギ畑から 1 平米分の地
上部を刈り取り、刈り取った後に土壌
試料を採取

炭 素 水 素 酸 素

窒 素 リ ン カリウム
カルシウム マグネシウム 硫 黄

多量元素

鉄 マンガン 銅
微量元素

亜 鉛
ホウ素 モリブデン 塩 素

ケイ素 ナトリウム コバルト
ニッケル アルミニウム セレン

作物の有用元素

作物の必須元素

図２　作物の必須元素と有用元素

イ
ネ
科
作
物
を
強
く

元
気
に
す
る
ケ
イ
素

　

そ
れ
で
も
、
イ
ネ
や
コ
ム
ギ
な
ど
の
イ

ネ
科
作
物
は
土
壌
か
ら
ケ
イ
素
を
吸
収
し

て
い
ま
す
。
溶
け
な
い
の
に
ど
う
や
っ
て

吸
う
の
で
し
ょ
う
か
、
ケ
イ
素
を
含
む
肥

料
を
施
用
し
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
結
論
を
先
に
言
っ

て
お
く
と
、
十
勝
清
水
町
の
多
く
の
畑
土

壌
は
ケ
イ
素
を
供
給
で
き
る
し
、
コ
ム
ギ

は
ケ
イ
素
を
十
分
に
吸
収
し
て
い
ま
す
。

不
足
し
て
い
る
と
し
て
も
、
牛
ふ
ん
堆
肥

な
ど
を
施
用
し
て
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

圃
場
で
ケ
イ
素
施
肥
は
不
要
で
す
。
そ
の

理
由
は
ゆ
っ
く
り
と
説
明
し
ま
す
。

　

イ
ネ
科
作
物
は
ケ
イ
素
を
ケ
イ
酸
と
し

て
吸
収
し
ま
す
。吸
収
さ
れ
た
ケ
イ
酸
は
、 図３　土壌を構成する元素の平均的な組成

酸素
49%

ケイ素
33%

アルミニウム
7.1%

鉄 3.8%
炭素 2.0%

カルシウム 1.4%カリウム 1.4%
その他 2.3%

ク
チ
ク
ラ
層
の
下
に
沈
積
し
て
ク
チ
ク

ラ
｜
シ
リ
カ
２
重
層
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
一
部
の
細
胞
が
ケ
イ
化
細
胞
と

な
っ
て
細
胞
間
を
支
え
る
鉄
筋
の
よ
う

な
構
造
と
な
り
、
ガ
ラ
ス
質
の
堅
固
な

構
造
に
な
り
ま
す
。
イ
ネ
科
の
牧
草
や

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
原
っ
ぱ
を
か

き
分
け
て
歩
い
た
り
す
る
と
、
腕
が
い

つ
の
間
に
か
切
り
傷
に
な
っ
て
い
た
り
、

擦
り
傷
に
な
っ
て
い
た
り
し
た
経
験
が

な
い
で
し
ょ
う
か
。
イ
ネ
科
の
植
物
の

葉
の
表
面
は
、
ガ
ラ
ス
で
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
鋭
利
な
構
造
な
の
で
、

触
る
だ
け
で
切
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

イ
ネ
科
作
物
は
、
ケ
イ
素
を
十
分
に

吸
収
で
き
る
と
葉
の
構
造
が
強
く
な
り
、

葉
が
上
に
向
き
や
す
く
な
る
の
で
太
陽

光
の
受
光
率
が
上
が
り
、
光
合
成
の
能

力
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
病
虫
害
な

ど
の
生
物
的
ス
ト
レ
ス
や
高
温
・
干
ば

つ
な
ど
の
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
の
あ
る

条
件
下
で
は
、
ケ
イ
素
を
吸
収
し
た
作

物
で
は
ス
ト
レ
ス
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
す
（
図
５
）。
さ
ら
に
、
リ
ン
な
ど
の

養
分
吸
収
を
促
進
し
た
り
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
な
ど
の
重
金
属
の
吸
収
を
抑
制
し
た

り
、
ま
さ
に
良
い
こ
と
づ
く
め
で
有
用

な
元
素
で
す
。
次
回
以
降
は
、
な
ぜ
十

勝
清
水
町
の
畑
土
壌
が
ケ
イ
素
を
供
給

で
き
る
の
か
な
ど
、
調
査
や
分
析
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

クチクラ層
表皮組織

柵状組織

海綿状組織

気孔 気孔

ケイ化細胞

ケイ化細胞

クチクラ－シリカ2重層

生物的ストレス
（害虫・病原菌など）

非生物的ストレス
（高温・干ばつなど）

養分ストレス
（リン・カドミウムなど）

様々なストレスを軽減

図 4　イネ科作物における葉の構造の模式図図 5　イネ科作物におけるケイ素の役割
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Events,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,Topics
と

き
：
５
月
27
日
、
６
月
３
日

と
こ
ろ
：
し
み
ず
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　

   

御
影
こ
ど
も
園

　
　
　
　

   

清
水
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

清
水
町
蔬
菜
振
興
会

ア
ス
パ
ラ
部
会
か
ら

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
寄
贈

　

清
水
町
蔬
菜
振
興
会
ア
ス
パ
ラ
部
会

（
山
本 

正
次
部
会
長
）
は
、
清
水
・
御
影

の
こ
ど
も
園
と
、
町
内
の
学
校
給
食
向

け
に
『
と
れ
た
ん
と
』
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
へ
は
清
水
・
御
影
へ
合
わ

せ
て
８
kg
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
５
月
27

日
に
寄
贈
し
、
こ
ど
も
園
を
訪
ね
る
と
、

こ
ど
も
た
ち
か
ら
は
お
礼
と
し
て
素
敵

な
メ
ダ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

翌
28
日
に
は
、
さ
っ
そ
く
『
と
れ
た

ん
と
』
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
用
し
た
『
清

水
産
野
菜
の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
』
に
、
ま

た
30
日
に
は
『
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
』

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
は
25
㎏

を
６
月
３
日
に
寄
贈
し
、６
月
４
日
に
『
ア

ス
パ
ラ
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
ご
ま
塩
昆
布
和
え
』　

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
町
蔬
菜
振
興
会

に
ん
に
く
部
会

Ｊ
Ａ
乾
燥
用
コ
ン
テ
ナ
洗
浄

と

き
：
６
月
12
日
～
13
日

と
こ
ろ
：
に
ん
に
く
乾
燥
貯
蔵
施
設

　

清
水
町
蔬
菜
振
興
会
に
ん
に
く
部
会

（
澤
山 

直
樹
部
会
長
）
で
は
、
部
会
活

動
の
一
環
と
し
て
種
子
用
・
食
用
に
ん

に
く
の
Ｊ
Ａ
乾
燥
用
コ
ン
テ
ナ
の
洗
浄

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
６
月
12

日
・
13
日
の
２
日
間
に
渡
っ
て
に
ん
に

く
乾
燥
貯
蔵
施
設
に
て
行
い
、
部
会
員

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
活
動
で
は
、
自
身
で
乾
燥
さ
せ

て
い
る
部
会
員
と
Ｊ
Ａ
へ
に
ん
に
く

の
乾
燥
を
委
託
し
て
い
る
部
会
員
が

共
同
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
洗

浄
が
終
了
し
た
コ
ン
テ
ナ
は
今
後
、

６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て

行
わ
れ
る
に
ん
に
く
収
獲
に
使
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

６
月
に
入
り
徐
々
に
夏
の
日
差
し

が
強
く
な
り
、
撮
影
日
も
汗
ば
む
陽

気
で
し
た
が
、
部
会
員
の
ご
協
力
を

得
て
無
事
に
洗
浄
作
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
た
山
本
部
会
長
は
、「
こ
の
よ
う
な
形

で
寄
贈
す
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
に
地
元
清

水
産
の
美
味
し
い
野
菜
を
沢
山
食
べ
て
も
ら
え

る
事
は
、
食
育
の
観
点
も
含
め
て
生
産
者
冥
利

に
尽
き
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
と
れ
た
ん
と
』
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
海
外
輸

出
も
行
っ
て
お
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く
自
慢
の

作
物
で
す
。
本
年
度
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
獲
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
店
頭
等
で
見
か
け
た
際
は

是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

２
０
２
５
年

北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

第
７
部
で
一
位
受
賞 

と　

き
：
５
月
24
～
25
日

と
こ
ろ
：
勇
払
郡
安
平
町
早
来
新
栄

　
　
　
　

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

　
　
　
　

共
進
会
場

　

２
０
２
５
年 

北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
が
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

協
議
会
の
主
催
で
、
安
平
町 

北
海
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
に
て
５
月

24
日
、
25
日
の
両
日
に
渡
っ
て
開
催

さ
れ
、
清
水
町
か
ら
は
計
10
頭
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
の
酪
農
家 

坪
井 

泰
憲
氏
、

別
海
町
の
酪
農
家 

山
賀 

秀
一
氏
両
名

の
審
査
に
よ
り
、
第
７
部 

未
経
産
シ

ニ
ア
ク
ラ
ス
（ 

21
ケ
月
以
上
24
ケ
月

未
満
）
で
渋
谷 

啓
介
氏
出
品
の
プ
ロ

パ
ー
プ
ラ
イ
ド 

ハ
イ
ロ
ー
ド 

ハ
ー
ベ

ス
ト 

号
が
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
17
部 

カ
ウ
ン
テ
ィ
ハ
ー

ド 

管
内
対
抗
（
５
頭
１
組 

未
経
産
牛

２
頭
以
上
含
む
）
で
、
小
坂 

洋
平
氏

出
品
の
ウ
エ
ン
デ
イ
ヒ
ー
ス 

ジ
ヤ
コ

ビ
ー 

ト
リ
ー
ナ 

号
を
含
む
十
勝
の
牛

群
が
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

部門 順位（※） 名 号 出品者
１部 ー ウエンデイヒース�デツセン�カーメラ�号 ⼩坂�洋平�⽒
１部 ー ウエンデイヒース�イシカゼ�AJ�リスタツチ�号 ⼩坂�洋平�⽒
２部 ー クリアカラツト�サンダー�アンナ�号 ⼤⾕�純平�⽒
２部 ー シヤーマン�ラスター�スターダム�ロマ�号 ⽵中�章博�⽒
４部 ー ウエンデイヒース�ミドリ�SK�ユニーク�号 ⼩坂�洋平�⽒
７部 1位 プロパープライド�ハイロード�ハーベスト�号 渋⾕�啓介�⽒
９部 7位 パイン�リツジ�フイー�ラムダ�ペロン�号 成松�直樹�⽒
９部 ー OK�アレス�デルタ�アルミラ�号 ⼤久保�⼤輔�⽒
13部 9位 クリアカラツト�マスコツト�キツクアワー�号 ⼤⾕�純平�⽒
15部 2位 ウエンデイヒース�ジヤコビー�トリーナ�号 ⼩坂�洋平�⽒

（※10位以内）

第７部１位　受賞　渋谷　啓介氏　出品
プロパープライド ハイロード ハーベスト 号の記念撮影　

第７部１位　受賞　渋谷　啓介氏　出品
プロパープライド ハイロード ハーベスト 号　

第９部７位　受賞　成松　直樹氏　出品
パイン リツジ フイー ラムダ ペロン 号　

第 13 部９位　受賞　大谷　純平氏　出品
クリアカラツト マスコツト キツクアワー 号　

第 15 部２位　受賞　小坂　洋平氏　出品
ウエンデイヒース ジヤコビー トリーナ 号　

第２部　大谷　純平氏　出品
クリアカラツト サンダー アンナ 号　

第１部　小坂　洋平氏　出品
ウエンデイヒース イシカゼ AJ リスタツチ 号　

第１部　小坂　洋平氏　出品
ウエンデイヒース デツセン カーメラ 号　

第２部　竹中　章博氏　出品
シヤーマン ラスター スターダム ロマ 号　

第４部　小坂　洋平氏　出品
ウエンデイヒース ミドリ SK ユニーク 号　

第９部　大久保　大輔氏　出品
OK アレス デルタ アルミラ 号　



 13 みずがめ座
(1/20 ～ 2/18)

【全体運】不安定運ながら味方を得ることができる月。大変なときに力になってくれる人を大切に。ライバルのやり方にも注目
【健康運】弱い部分をしっかりケア。予防に力を入れて　【幸運の食べ物】サクランボ ７月の運勢 やぎ座

(12/22 ～ 1/19)
【全体運】運勢は活性化。考えているより、取りあえずやってみましょう。動きの中で勝機をつかめます。対話を大切に
【健康運】好調です。頑張りが利き、記録もアップ !　【幸運の食べ物】トウモロコシ ７月の運勢 12

Events,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,TopicsEvents,News,Topics Events,News,TopicsEvents,News,Topics

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

●●  

付
議
事
項

付
議
事
項

●●  

協
議
事
項

協
議
事
項

●●  

報
告
事
項

報
告
事
項

・
理
事
の
報
酬

・
定
年
役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給

・
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告
書

・
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
限
度
額
設
定

・
大
口
の
信
用
供
与
等
の
金
額
水
準
の
設
定

・
組
合
と
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引

　
（
貯
金
・
共
済
担
保
包
括
事
前
承
認
）

・
組
合
と
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引

　
（
豆
の
買
取
販
売
に
係
る
包
括
承
認
）

・
令
和
８
年
度
要
員
計
画

・
出
資
金
の
一
部
譲
渡

・
地
域
別
懇
談
会
の
意
見
集
約

・
甜
菜
作
付
助
成
金
事
業
の
実
施

・
令
和
７
年
度
小
麦
コ
ン
バ
イ
ン
運
行
計
画

・
令
和
７
年
度
小
麦
共
同
乾
燥
調
製
取
扱
い
及
び

　

自
主
検
定
要
領
の
制
定

・
令
和
７
年
度
自
家
乾
燥
小
麦
取
扱
い
要
領
の
制
定

理
事
会
の
動
き

第
３
回  

６
月
20
日
開
催

・
総
体
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
に
お
け
る
取
組
状
況

・
担
保
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
農
地
及
び
家
畜
の
評
価

・
令
和
６
年
度
末
に
お
け
る
債
務
保
証
残
高

・ 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

　
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」

・
令
和
６
年
産
に
ん
に
く
共
計
販
売
状
況

・
令
和
７
年
度
農
産
物
生
育
状
況
定
期
調
査(

６
／
15)

・
生
乳
出
荷
、
乳
質
状
況

・
株
式
会
社
十
勝
清
水
す
く
す
く
ラ
イ
フ
決
算
状
況
報
告

・
十
勝
清
水
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

　

決
算
状
況
報
告

　

５
月
22
日
に
本
所
大
会
議
室
に
て
、

講
師
に
㈱
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
東
日

本
よ
り
妹
尾
氏
・
森
本
氏
・
小
川
氏
を
迎
え
、

本
年
開
始
さ
れ
た
農
作
業
自
動
記
録
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
作
業
自
動
記
録
サ
ー
ビ
ス
は
令
和
５
年
度

よ
り
２
年
間
に
わ
た
り
当
Ｊ
Ａ
実
証
協
力
者

に
協
力
を
頂
き
、
令
和
７
年
度
よ
り
試
験
導
入

に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

　

農
作
業
自
動
記
録
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

よ
り
、
①
圃
場
図
の
自
動
生
成
②
農
作
業

デ
ー
タ
（
作
業
日
誌
）
の
自
動
生
成
③
農

作
業
中
の
位
置
共
有
④
Ｊ
Ａ
と
の
デ
ー
タ

共
有
が
期
待
出
来
る
こ
と
か
ら
、
試
験
導

入
に
は
、
実
証
協
力
者
に
加
え
作
業
時
間

短
縮
を
設
定
目
標
と
し
実
績
報
告
が
必
要

な
事
業
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
説
明
会
に
て
農
作
業
自
動

記
録
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

が
完
了
し
、
ア
プ
リ
の
利
用
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
収
穫
作
業
終
了
後
に
㈱
日
立

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
東
日
本
と
生
産
者
と

の
農
作
業
自
動
記
録
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ

に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

農
作
業
自
動
記
録
サ
ー
ビ
ス

説
明
会

と

き
：
５
月
22
日

と
こ
ろ
：
本
所　

大
会
議
室

職員人事発令について
令和７年６月１日付けで人事発令を行いましたので、次の通りお知らせいたします。

中村  恵里香　
　発令　営農部 経営指導課　調査役 
　　　　　　　　 （前職　営農部  経営指導課  係）

猪島  健史　
　発令　農産部 西十勝農業センター　調査役 
　　　　　　　　 （前職　農産部  西十勝農業センター  係）

　
『
上
り
線
・
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
』

を
６
月
15
日
に
当
Ｊ
Ａ
主
管
に
て
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

初
戦
の
対
Ｊ
Ａ
上
士
幌
戦
は
、
１
・
２
回

で
７
点
を
先
取
す
る
も
３
回
裏
本
塁
打
で

３
点
を
奪
わ
れ
ま
し
た
が
、
４
回
の
攻
撃

で
５
点
を
得
て
12
対
３
で
勝
利
。
２
試
合

目
Ｊ
Ａ
お
と
ふ
け
と
の
準
決
勝
も
猛
攻
・

堅
守
に
よ
り
10
対
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

決
勝
は
Ｊ
Ａ
木
野
と
の
対
戦
で
、

佐
藤
駿
選
手
の
２
打
席
連
続
ホ
ー
ム
ラ

ン
と
、
投
げ
て
は
宮
田
投
手
が
ヒ
ッ
ト

１
本
に
抑
え
、
10
対
０
で
完
封
勝
利
し

ま
し
た
。

　

３
試
合
い
ず
れ
も
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で

こ
の
大
会
を
優
勝
し
、
本
別
町
で
７
月

12
日
に
行
わ
れ
る
、
十
勝
大
会
の
出

場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

上
り
線
・
士
幌
線

ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会

と

き
：
６
月
15
日

と
こ
ろ
：
清
水
町
民
野
球
場

ＪＡおとふけ

ＪＡ十勝清水町

2

10
0

0
10 ＪＡ十勝清水町

ＪＡ上士幌町

ＪＡ木野

ＪＡ士幌町

12
3

優　勝

6

　

清
水
町
内
の
各
営
農
集
団
で
は
、
農
地
・
農

　

清
水
町
内
の
各
営
農
集
団
で
は
、
農
地
・
農

業
用
水
等
と
環
境
の
保
全
向
上
の
取
組
み
が
行

業
用
水
等
と
環
境
の
保
全
向
上
の
取
組
み
が
行

な
わ
れ
て
お
り
、
平
成

な
わ
れ
て
お
り
、
平
成
1919
年
度
か
ら
農
林
水
産

年
度
か
ら
農
林
水
産

省
の
支
援
が
始
ま
っ
た
『
多
面
的
機
能
支
払
交

省
の
支
援
が
始
ま
っ
た
『
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
』
を
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
必

付
金
』
を
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
必

要
な
共
同
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

要
な
共
同
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
行
わ
れ

　

今
回
は
、
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
行
わ
れ

て
い
た
環
境
整
備
活
動
の
一
部
を
写
真
で
切
り

て
い
た
環
境
整
備
活
動
の
一
部
を
写
真
で
切
り

撮
っ
て
み
ま
し
た
。

撮
っ
て
み
ま
し
た
。

（
※
） 

印
の
地
域
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

も
活
用
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

【
本
年
度
は
、
下
佐
幌
・
下
人
舞
・
人
舞
・

松
沢
・
上
羽
帯
も
同
様
の
交
付
金
を
活
用

し
た
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
】

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
行
な
わ
れ
て
い
た

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
行
な
わ
れ
て
い
た

各
営
農
組
織
の
環
境
整
備
活
動

各
営
農
組
織
の
環
境
整
備
活
動

５月 29 日
上清水地域環境保全会（※）

５月 29 日
北熊牛環境部会（※）

６月２日
美蔓地区連合会

６月６日
熊牛地域連合会（※）

６月 16 日
御影農村環境保全会（※）



ク ロ ス
ワ ー ド

パ ズ ル

6 月号 (No.391) の答え

　6 月号（No. ３９１）あたまの体操 当選者発表
　

14うお座
(2/19 ～ 3/20)

【全体運】運勢は吉凶混合。変わっていくことも多いので臨機応変に。早めの行動が吉と出ます。先手必勝の心持ちで臨んで
【健康運】うっかりのけがに気を付けて。飛び出しに注意　【幸運の食べ物】ナス  ７月の運勢

ヨコのカギ タテのカギ

　クイズの答えを解答用紙に記入し、ＦＡＸ送信
するか直接ＪＡにご持参ください。正解者の中か
ら抽選で５名の方に記念品を差し上げます。
　ご応募お待ちしています。（締切 ７月 23 日）

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ    

→ ↓
1　夏休みの朝に通ってスタンプをもらいます

2　早起きは三文の――

3　サーファーが乗ろうとするもの

4　アルコール分が含まれていない飲み物

6　疑問文では上げることが多い

8　葛まんじゅうの中に包み込まれているもの

10 デジタル時代になり――の文字を見る機会が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減りました

11　騎手が乗っていません

13　観光、スクール、二階建てといえば

14　鳥の体に生えるもの

16　うな重と一緒に――吸いを注文した

2　3人組のこと

5　閻魔大王がいるところ

7　ハワイ州の州都、ホノルルがある島

9　浴衣を着て――を締めた

10　ショッピングモールには多くの――が入っている

11　左右反対に映ります

12　メロンの生産量が日本一である県

14　糸を通して布を縫います

15　1とその数自体しか約数を持ちません

16　俵万智の第一歌集『サラダ――日』

17　阿寒湖で育つものが有名な藻類

「ウメシユ」

おめでとうございます。

　
　　
　当選者は　下佐幌平和　清水　ゆかり さん　　下美蔓２　村中　　悟 さん
　　　　　　新羽帯　　　大石　紀子 さん　　　中熊牛３　伊藤　成一 さん
　　　　　　中羽帯　　　門木　優空  さん　　　　　　　　　　  の５名です。

表紙の写真は ....

今月の表紙は放牧の様子です。
余裕を持った作業計画を立て、気温の
高い時間帯を外して作業するなど暑熱
対策を行い、快適な作業環境を整備し
ましょう。少しでも体に異変を感じた
場合は、速やかに日陰などの涼しい場
所で休憩し、体温を下げるとともに、
水分や塩分の補給をしましょう。

～ 新商品のお知らせ ～

十勝若牛
　牛タンスライス

夏のＢＢＱにも！

　　ご飯のおかずにもピッタリ！

やわらかジューシー

内容量：200 ｇ
サツドラ販売価格：1,980 円

（税別）

内容量：250 ｇ
サツドラ販売価格：1,300 円

（税別）

十勝清水にんにく焼肉のタレ　　

　　　　　　　　　（こってり）

に漬けて味付けしました！

にんにくの旨味がたっぷり！

6 月より『十勝若牛タンスライス』と
『十勝清水にんにく使用味付け牛ミノ』を

サツドラ十勝清水店内アンテナショップにて
新発売しました！
これからの時期、BBQ などにもピッタリですので
ぜひご賞味ください！

十勝清水
　にんにく使用
味付け牛ミノ



今月の「職員紹介」

発
行

十
勝

清
水

町
農

業
協

同
組

合
〒

089-0198　
北

海
道

上
川

郡
清

水
町

南
２

－
１

TEL 0156 (62) 2161　
FAX 0156 (62) 6223 今 月 の メ ニ ュ ー

揚げ茄子風だし醤油

材料（４人分）

作り方

ＪＡ女性部 料理研究会

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
　

https://potal.ja-shim
izu.or.jp/

企
画

・
編

集
：

Ｊ
Ａ

十
勝

清
水

町
　

経
営

指
導

課
・

広
報

編
集

委
員

会

4 本分 (320g)
2 ～ 3 個 (60g)
大さじ 2（24g）

なす
ピーマン
油

①なすは、乱切りにし水にさらす。
　ピーマンは、種を取り小さめの乱切りにする。

②耐熱容器に①を入れ、油をからめる。
　ふわっとラップをし、600W の電子レンジで
　３分加熱する。
　（なすがまだ硬ければ、追加で加熱する）

③具材がやわらかくなったら余分な水は捨て、
　熱いうちに A をからめしばらく置く。

④器に盛り、いりごまをふる。

　２月 13 日にＪＡ女性部 料理研究会が、料理研究会実習を
開催しました。
　「今月のメニュー」として今回を含め 4 回、活動で作った
料理の調理メニューを紹介致します（1/4 回目）。

小さじ 2/3（2g）
小さじ 2（12g）
小さじ 2（12g）
適量
小さじ 1（2g）

◆所属部署・担当業務
　　畜産部　畜産生産課　
　　人口授精担当
◆趣味・特技
　　楽器の演奏（吹奏楽・バンド）
◆自分はこんな人です！
　　慎重な性格です

中
な か い

井　大
だいきち

吉    職員

( 来月の「職員紹介」は  横田 真也  職員です。）

　令和 6 年 4 月より入組し、家畜人工授精業務を担当
しています。
　性格はとても真面目で日々の授精業務を一生懸命こ
なしています。まだ一年しかたっていないのでまだ悩
む事も多いですが、先輩達にその日の結果や疑問点な
どアドバイスをもらい、日々成長しています。
　授精業務は、酪農家の礎となる仕事です。時には失
敗する事もありますが、とても喜びの多い仕事でもあ
ります。 これからも仲間と一緒に連携をとりながら、
信頼される職員を目指しましょう。

◆上司からの一言（津田  輝幸調査役  より）

初めてパーマをかけました

　最近の出来事

1 人分栄養価

Ａ
顆粒和風だしの素

  しょうゆ
  みりん
  鷹の爪

いりごま ( 白 )

エネルギー タンパク質 脂質 炭水化物 食物繊維 食塩相当量
84 kcal 1.1 ｇ 6.1 ｇ 4.8 ｇ 2.2 ｇ 0.6 ｇ


